
【
第
八
輯

内
容
】

名
張
藤
堂
家
南
勢
領
に
関
す
る
文
書

名
張
藤
堂
家
の
創
始
者
、
藤
堂
宮
内
小
輔
高
吉
が
、
四
国
の
予
州

今
治
城
か
ら
、
寛
永
十
二
年
の
国
替
え
に
よ
っ
て
幕
府
か
ら
二
万
石

を
賜
り
、
伊
勢
国
へ
転
封
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
伊
勢
領
は
、
櫛
田
川
と
祓
川
を
挟
む
三
角
州
（
現
在
の
松
阪
市

と
明
和
町
の
一
部
）
に
あ
り
、
一
面
が
平
坦
な
平
野
で
、
陣
屋
な
ど
を

築
く
こ
と
に
適
さ
な
か
っ
た
た
め
、
陣
屋
は
伊
賀
国
名
張
に
置
か
れ
、

遠
隔
地
か
ら
の
領
地
支
配
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
便

宜
上
、
出
間
村
の
西
川
家
に
代
官
所
が
設
け
ら
れ
、
行
政
執
務
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
地
は
肥
沃
な
水
田
地
帯
の
平
坦
地
に
あ
る
と
は
い

い
な
が
ら
、
代
官
所
が
あ
っ
た
出
間
地
区
辺
り
は
若
干
の
微
高
地
と

な
っ
て
い
て
、
常
に
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
、
村
民
は
窮
乏
に
陥
っ
て

い
ま
し
た
。
見
か
ね
た
初
代
代
官
、
福
井
文
右
衛
門
は
、
祓
川
堰
か
ら

水
を
引
く
た
め
、
障
害
と
な
っ
て
い
た
伊
勢
神
宮
所
管
神
社
の
境
内

に
、
無
断
で
水
路
を
通
す
と
い
う
行
為
に
出
ま
し
た
。
そ
し
て
通
水

を
成
し
遂
げ
た
後
、
神
域
侵
犯
の
責
を
取
っ
て
自
刃
し
て
果
て
る
と

い
う
自
己
犠
牲
的
な
、
不
幸
な
出
来
事
も
生
み
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
名
張
陣
屋
か
ら
離
れ
た
領
内
支
配
と
い
う
脆
弱
さ
を
幾
分

解
消
す
る
た
め
に
、
二
万
石
の
う
ち
の
五
千
石
分
を
、
津
本
藩
の
名

張
の
領
地
と
交
換
す
る
と
い
う
事
も
図
ら
れ
ま
し
た
が
、
や
が
て
こ

の
南
勢
領
は
、
享
保
騒
動
以
来
返
上
さ
れ
て
、
本
藩
の
蔵
入
地
と
し

て
名
張
の
給
地
で
は
な
く
な
り
、
改
め
て
本
藩
か
ら
禄
が
出
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
名
張
領
分
に
つ
い
て
も
、
高
虎
以
来
の
領
分
か

ら
名
張
藤
堂
家
へ
、
更
に
ま
た
本
藩
の
蔵
入
地
へ
の
鞍
替
え
と
二
転

三
転
し
た
こ
と
か
ら
、
領
内
行
政
に
齟
齬
な
ど
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、

文
政
年
間
に
細
か
な
ル
ー
ル
作
り
が
な
さ
れ
、
「
先
般
諸
事
取
扱
覚
」

と
し
て
纏
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
享
保
期
以
降
も
、
旧
領
内
で
あ

る
南
勢
地
域
の
行
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
い
て
名
張
か
ら
も

関
わ
り
を
持
ち
続
け
、
そ
の
間
の
代
官
所
に
お
け
る
「
南
伊
勢
諸
事

覚
書
帳
」
、
「
勢
南
役
用
録
」
、
「
検
地
帳
写
」
、
「
御
松
林
地
面
改
帳
」
、

「
御
枝
打
日
々
出
夫
松
葉
束
数
出
来
覚
帳
」
等
、
名
張
側
と
領
地
間

と
の
交
換
記
録
が
多
数
含
ま
れ
て
い
て
、
本
編
の
中
心
文
書
と
な
っ

て
い
ま
す
。

名
張
市
史
料
集
「
第
八
輯
」
編

集

名
張
古
文
書
研
究
会

発

行

名
張
市
立
図
書
館

第
七
輯
（
平
成
二
〇
年
発
刊
）
に
続
く
、
十
二
年
ぶ
り
の
新
刊

市
指
定
文
化
財
「
名
張
藤
堂
家
文
書
」
を
解
読
し
た
郷
土
資
料

令
和
二
年

秋

発
刊

完

全

予

約

販

売

予
価

二
五
〇
〇
円

＜キリトリ＞

【
予
約
期
間

令
和
二
年
八
月
三
〇
日
（
日
）
ま
で
】


